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６

法
第
三
十
四
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
公
益
社
団
法
人
又
は
公

益
財
団
法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
法
人
が
解
散
し
た
場
合
に
そ
の
残
余
財
産
が
地
方
公
共
団

体
又
は
当
該
法
人
と
類
似
の
目
的
を
も
つ
他
の
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
に
帰
属
す
る
旨
の
定
め
が

あ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
八
第
十
項
中
「
第
十
五
項
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
九
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
八
項
第

一
号
中「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）」を
削
り
、
同
条
第
二
十
九
項
中「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
」

を
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
に
改
め
、「（
そ
の
社
員
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
数
が
地
方

公
共
団
体
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）」
及
び「（
そ
の
設
立
当
初
に
お
い
て
拠
出
を
さ
れ
た
金
額
の
二

分
の
一
以
上
の
金
額
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
拠
出
を
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
の
九
第
一
項
中
「
又
は
同
法
第
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
（
当
該
農

地
中
間
管
理
機
構
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
る
当
該
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
に
あ
つ

て
は
、
公
益
社
団
法
人
」
を「（
公
益
社
団
法
人
」
に
、「
こ
れ
ら
の
法
人
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
の
行

う
当
該
各
号
に
定
め
る
事
業
」
を
「
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
農
地
中
間
管
理
機
構
が
行
う
事
業
（
同
条
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
同
条
第
四
項
の
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
居
住
用
家

屋
の
床
面
積
の
う
ち
に
当
該
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て

い
た
部
分
の
床
面
積
の
占
め
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
被

相
続
人
居
住
用
家
屋
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
被
相
続
人
」
と
い
う
。）の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
被
相
続
人
居
住
用
家
屋

当
該
相
続
の
開
始
の

直
前
に
お
け
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
床
面
積
の
う
ち
に
当
該
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
け
る
当
該
被
相
続

人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
の
床
面
積
の
占
め
る
割
合

二

法
第
三
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
対
象
従
前
居
住
の
用
（
第
八
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
対
象
従
前
居

住
の
用
」
と
い
う
。）に
供
さ
れ
て
い
た
被
相
続
人
居
住
用
家
屋

同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
事
由
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
事
由
」
と
い
う
。）に
よ
り
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ

れ
な
く
な
る
直
前
に
お
け
る
当
該
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
床
面
積
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く

な
る
直
前
に
お
け
る
当
該
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
の
床
面
積
の
占
め
る
割
合

第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
同
条
第
四
項
の
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
居
住
用
家

屋
の
敷
地
等
の
面
積
（
土
地
に
あ
つ
て
は
当
該
土
地
の
面
積
を
い
い
、
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
に
あ
つ
て
は
当
該

土
地
の
面
積
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
に
当
該
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
け
る
同
条
第
四
項

に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
の
面
積
の
占
め
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
相
続

人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷

地
等

法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
け
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等
の
面
積

（
土
地
に
あ
つ
て
は
当
該
土
地
の
面
積
を
い
い
、
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
に
あ
つ
て
は
当
該
土
地
の
面
積
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
に
当
該
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
け
る
被
相
続
人
の

居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
の
面
積
の
占
め
る
割
合

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷

地
等

特
定
事
由
に
よ
り
当
該
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
る
直
前
に

お
け
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等
の
面
積
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
る
直
前
に
お
け

る
当
該
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
の
面
積
の
占
め
る
割
合

第
二
十
三
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第

十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
項
中「（
当
該
家
屋
が
対
象
従
前
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
家
屋
で
あ
る
場
合
に

は
、
特
定
事
由
に
よ
り
当
該
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
る
直
前
）
に
お
い
て
、」と
あ
る
の

は
「
に
お
い
て
」
と
、「
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
同
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
居
住
の
用
（
当
該
家
屋
が
特
定

事
由
に
よ
り
当
該
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
い
て
当
該
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
場
合

（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
。）に
は
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
）
に
供
さ
れ
て
い

た
同
条
第
四
項
各
号
」
と
、「
あ
つ
て
、」と
あ
る
の
は
「
あ
つ
て
、
当
該
相
続
の
開
始
の
直
前
（
当
該
家
屋
が
対
象

従
前
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
家
屋
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
定
事
由
に
よ
り
当
該
家
屋
が
当
該
被
相
続
人
の
居

住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
る
直
前
）
に
お
い
て
」
と
、
第
九
項
中
「
直
前
（
当
該
土
地
が
対
象
従
前
居
住
の
用
に

供
さ
れ
て
い
た
前
項
に
規
定
す
る
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
土
地
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
定
事
由
に
よ

り
当
該
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
る
直
前
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の

は
「
直
前
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
八
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
の
相
続
の
開
始
の
直
前
」
の
下
に「（
当
該
土
地

が
対
象
従
前
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
前
項
に
規
定
す
る
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
土
地
で
あ
る
場
合

に
は
、
特
定
事
由
に
よ
り
当
該
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
る
直
前
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

法
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
用
途
は
、
第
七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
六
項
中
「
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す
る
」
を「（
当
該
家
屋
が
対
象
従
前
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い

た
家
屋
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
定
事
由
に
よ
り
当
該
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
る
直
前
）
に

お
い
て
、」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

法
第
三
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
又
は
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
た
被
相
続
人
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
被
相
続
人
と
し
て
財
務
省
令

で
定
め
る
も
の
が
次
に
掲
げ
る
住
居
又
は
施
設
に
入
居
又
は
入
所
を
し
て
い
た
こ
と
。

イ

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型

老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
が
行
わ
れ
る
住
居
、
同
法
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法

第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

又
は
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

ロ

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る

介
護
医
療
院

ハ

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
イ
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
除
く
。）

二

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
支
援
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い
た
被
相
続
人
が
同
法
第
五
条
第
十

一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援
が
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

又
は
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居
に
入
所
又
は
入
居
を
し
て
い
た
こ
と
。

７

法
第
三
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

特
定
事
由
に
よ
り
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
つ
た
時
か
ら
法
第
三

十
五
条
第
四
項
の
相
続
の
開
始
の
直
前
ま
で
引
き
続
き
当
該
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
が
当
該
被
相
続
人
の
物
品

の
保
管
そ
の
他
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

二

特
定
事
由
に
よ
り
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
が
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
な
く
な
つ
た
時
か
ら
法
第
三

十
五
条
第
四
項
の
相
続
の
開
始
の
直
前
ま
で
当
該
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
が
事
業
の
用
、
貸
付
け
の
用
又
は
当

該
被
相
続
人
以
外
の
者
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

三

被
相
続
人
が
前
項
各
号
に
規
定
す
る
住
居
又
は
施
設
に
入
居
又
は
入
所
を
し
た
時
か
ら
法
第
三
十
五
条
第
四

項
の
相
続
の
開
始
の
直
前
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
が
二
以
上
あ
る
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
家
屋
の
う
ち
、
当
該
住
居
又
は
施
設
が
、
当
該
被
相
続
人
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に

供
し
て
い
た
一
の
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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